
新課程を受けての高校数学教育勉強会 
 
文責 松江市立第三中学校 柘植 守 

 
１ ねらい 

・統計に関わる研究発表についての意見交換をしたり、数学 B の「統計的な推

測」の教科書の内容を輪読したりして、統計に対する見識を深める。 

・「統計的な推測」の単元の授業実践のビデオを事前に視聴し、意見交換をし、

授業力の向上を図る。 

 

２ メンバー 

〇松江市立第三中学校 教諭 柘植 守（つげ まもる） 

岡山理科大学 教授 中川重和（なかがわ しげかず） 

東京学芸大学附属小金井中学校 教諭 中逸 空（なかいつ そら） 

島根県立隠岐島前高等学校 教諭 内田勇貴（うちだ ゆうき） 

             教諭 小林顕史（こばやし けんし） 

講師 日高史和（ひだか みわ） 

講師 高村涉太（たかむら しょうた） 

講師 中西勇太（なかにし ゆうた） 

山口県立岩国高等学校   教諭 河内宏顕（こうち ひろあき） 

山口県立下関南高等学校  教諭 五十嵐正晴（いがらし まさはる） 

山口県立高森高等学校   教諭 李 信恵（り のぶえ） 

 

３ 日時と研修内容（すべて、ZOOM 上で実施） 

第１回 令和５年 １月２１日（土）１４：００～１６：００ 

 統計的な推測の内容の研究発表と研究協議 

山口県立下関南高等学校（当時は山口県立山口農業高等学校西市分校）の五十

嵐正晴先生の「ソーシャルゲームにおけるガチャの排出確率について～統計的

仮説検定を用いた考察～」研究発表を聞き、研究協議を行う。 

 

第２回 令和５年 ２月１９日（日）１８：００～２０：００ 

統計的な推測の単元の内容の確認１ 

「標本調査と確率分布」 

数件出版 新編 数学 B の教科書の内容を確認しながら授業の際に生徒が

つまずきそうなことやその時の指導のポイントについて話し合った。 

 



第３回 令和５年 ３月１８日（土）１４：００～１６：００ 

統計的な推測の単元の内容の確認２ 

「確率分布、正規分布」 

 

第４回 令和５年 ４月１６日（日）１８：００～２０：００ 

統計的な推測の単元の内容の確認３ 

「正規分布、母集団の分布」 

 

第５回 令和５年 ５月１３日（土）１７：００～１９：００ 

統計的な推測の単元の内容の確認４ 

「標本平均の分布、母平均の推定」 

 

第６回 令和５年 ６月１０日（土）１４：００～１６：００ 

統計的な推測の単元の内容の確認５ 

「仮説検定の方法」 

 

第７回 令和５年 ７月１７日（月）１４：００～１６：００ 

統計的な推測の単元の授業検討１ 

「標準正規分布を利用する理由を自分の言葉で説明できる」 

統計的な推測の授業実践のビデオを事前に視聴し、意見交換をした。 

 

第８回 令和５年 ８月２６日（土）１４：００～１６：００ 

統計的な推測の単元の授業検討２ 

「母集団の標本平均の期待値・標準偏差の関係性を実験を通して理解する」 

 

第９回 令和５年 ９月１８日（月）１４：００～１６：００ 

統計的な推測の単元の授業検討３ 

「母平均に対する信頼度 95%の信頼区間」の意味を理解する」 

 

第１０回 令和５年１０月１５日（日）１３：００～１５：００ 

統計的な推測の単元の授業検討４ 

「仮説検定の考え方を理解する」 



統計分野の内容の改善・充実に対応した指導力向上のための取り組みについて 

隠岐島前高等学校数学科 
 

１ はじめに 

学習指導要領解説（文部科学省，2018）では，「また，社会生活などの様々な場面におい

て，必要なデータを収集して分析し，その傾向を踏まえて課題を解決したり意思決定をした

りすることが求められており，そのような資質・能力を育成するため，統計的な内容等の改

善・充実を図った。」（p.6）とある。数学 Bにおける統計的な推測の単元の重要性が増して

いることから、その指導力向上のために本校の数学科教員が参加した学習会の様子とそこ

で扱った授業実践、それらの成果と今後の展開について紹介する。 

 

２ 学習会について 

 統計的な推測の単元の指導経験が少ないことから令和 5 年 1 月から月１回のペースでオ

ンライン学習会を開き、統計の理解を深めるための学習と指導についての情報交換を行っ

た。参加者は本校教員 5名、山口県高校教員 3名、岡山県大学教員、島根県中学校教員、東

京都中学校教員（詳細は後述６）である。本学習会の最大の特徴としてオンラインツールを

活用したことにより、地域と校種の垣根を越えて学びを深めることのできる取り組みであ

ることが挙げられる。 

各回の活動内容について、第 1 回から第 6 回までは教科書の内容を確認しながら授業の

際に生徒がつまずきそうなことやその時の指導のポイントについて話し合った。第 7 回か

ら第 10回までは実際の授業案を考え、本校の小林顕史教諭による実践を撮影し、動画を共

有して意見交換を行った。 

本稿の執筆時までに撮影した各授業の目標は以下のとおりである。 

第 7回 標準正規分布を利用する理由を自分の言葉で説明できる 

第 8回 母集団の標本平均の期待値・標準偏差の関係性を実験を通して理解する 

第 9回 「母平均に対する信頼度 95%の信頼区間」の意味を理解する 

第 10回 仮説検定の考え方を理解する 

 

３ 授業実践について 

 第 7回の授業（資料 1）では理論的な内容を詳しく扱いすぎたために生徒が理解しきれな

い状況であった。この回の振り返りとして学習会では、「文系の生徒でも統計の手法を使い

こなすことが重要であるため理論の理解と統計の活用のバランスを考える必要がある」と

いった意見があげられた。このことについては学習指導要領解説（文部科学省，2018）にお

いても、「確率の理論を統計に応用し，正規分布を用いた区間推定と仮説検定の方法を理解

できるようにする。さらにそれらを通して，母集団の特徴や傾向を推測し判断したり，標本

調査の方法や結果を批判的に考察したりする力を養う。なお，これらの内容については理論

的な取扱いに深入りせず，具体的な例を工夫したりコンピュータなどの情報機器を用いる



などして確率分布の考えや統計的な推測の考えを理解できるようにする。」（p.105）とある

とおり、重要な視点であると考える。以下、この視点を踏まえて考えた第 8回の授業につい

て詳述する。 
 

〇授業展開 

 

〇生徒の感想 

・完全に運なのに、結果がある程度計算で予想できちゃうのがすごいと思った。 

・自分たちの考えたことと数式が近くておもしろいと思った。実際にやってみたので理解 

しやすかった。 

・出てくる標準偏差は母標準偏差に近くなると思っていたが、一度平均にしてから出した 

ら標準偏差が小さくなるのは納得できた。 

・ヒストグラムで可視化したときに結果通りの形になってて面白いと思った。 

・思ったよりもばらつきがあった。40回もやったのでみんな同じくらいになると思った。 

・具体例を出して行うとやっぱり分かりやすく理解しやすい。標本平均の標準偏差が母標 

準偏差の 1/2なのがイメージつかない。取り出す割合でも変わるイメージ。 

・４回ずつの平均ではなくて、回数をもっと多くしたらどうなるのか気になった。 

・トランプに限らず、すべてにおいて同じことが起こるのか知りたい。 

時刻 活 動 内 容 

00 目標を確認する。 

「母集団の標本平均の期待値・標準偏差の関係性を実験を通して理解する」 

03 トランプを 13枚ずつ（1から 13まで 1枚ずつ）もらう。 

05 実験の手順を知る。 

・復元無作為抽出によりトランプを 1枚ずつ 4回引く。 

（非復元抽出との違いも確認する。） 

・標本の値を共有されたスプレッドシート（資料 2）に記録する。 

・これを 10回繰り返す。 

13 個人で実験をする。 

27 全体で母平均と母標準偏差の確認をする。 

30 個人で標本平均の期待値・標準偏差と母平均・母標準偏差の関係性について考察

する。 

35 ペアで考察した内容を共有する。 

37 全体で考察した内容を共有する。 

40 標本平均の標準偏差が母標準偏差より小さくなる理由を考える。 

43 教科書の標本平均の期待値・標準偏差の式を確認し、実験値と比較する。 

45 ＳＧＲＡＰＡを使って標本平均の分布を見る。（教員が演示） 

48 まとめ・振り返りをする。 



４ 成果 

〇学習会について 

・学習会については月 1回、休日に私的に行ったものであったが、負担感はなかった。 

・中学から大学までの教員が参加したことで、統計教育について一気通貫の指導法を検討 

することができた。 

・指導経験の少ない内容について授業をすることは不安であるが、事前に学習や相談をす 

ることができたことで自信をもって授業をすることができた。 

・教員の年齢層が低い本校のような学校では特に有意義な取り組みであった。 
 

〇統計の指導について 

・第 8回の授業における生徒の感想にもあるとおり、統計分野の指導においては実験な 

ど具体的な操作を組み込んだ指導が有効であると実感した。 

・生徒が体験的に理解できたことにより、標本平均の標準偏差と母標準偏差の関係性や式 

との対応について想定を上回る考察ができていたことが印象的であった。 

・第 8回の感想より、試行回数を増やすことや、他の事象に適応させることができるのか 

を考えるといった統計において大切な視点を生徒にもたせることができたのはよかった。 

 また、生徒の疑問をもとに乱数を用いて回数を増やしたシミュレーションを行うなど、次

時以降の授業展開に変化を加えることで生徒の探究心を養えると感じた。 
 

５ 今後の展開 

・継続して統計学に関する理解を深め、指導観を養いたい。また、統計を探究学習や他の 

教科で活用できるようなカリキュラムマネジメントを考えていきたい。 

・統計学が数学の教科書に組み込まれているものの他の単元との性質の違いを意識し、今 

後も活用を重視した教材研究を行いたい。 

・統計分野をきっかけとして始めた学習会であったが、この縁を大切にして他の分野につ 

いても情報交換を続けることで指導力の向上を図りたい。 
 

６ 本校以外の学習会参加者 

・岡山理科大学 中川重和教授 

・山口県立岩国高等学校 河内宏顕教諭 

・山口県立下関南高等学校 五十嵐正晴教諭 

・山口県立高森高等学校 李信恵教諭 

・松江市立第三中学校 柘植守教諭 

・東京学芸大学附属小金井中学校 中逸空教諭 
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数研出版株式会社編集部 新編 数学 B、数研出版 
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